
令和６年度病床機能報告結果（南薩保健医療圏）

参考：令和７年度南薩保健医療圏地域医療構想調整会議（令和８年２月10日）資料

地域医療構想とは

【策定の背景】
・ 我が国では、2025（令和７）年にいわゆる「団塊の世代」が全て75歳以
上となり、全人口の18％を占める超高齢社会を迎え、社会保障給付費
の急激な増加が見込まれていた。

・ 地域の医療提供体制の将来のあるべき姿を「地域医療構想」として策
定し、地域ごとにバランスのとれた医療機能の分化・連携を進めること
とされた。

【内容】
・ 「構想区域」、「将来の医療需要と病床の必要量（必要病床数）」、「地
域医療構想推進のための施策」を定めている。

参考：鹿児島県地域医療構想 概要版
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保健医療計画（圏域編）中間見直しと地域医療構想との関係

・ 国において、新たな地域医療構想に関するガイドラインが令和８年７月
３日に示された。

・ 新たな地域医療構想を踏まえた医療計画は、第９次（令和12年度～）
から策定することを想定。

・ 新たな地域医療構想は、令和10年度まで協議・検討が継続される予定
であり、現時点では内容が確定していない。

・ このため、今年度実施する第８次県保健医療計画の中間見直しにおい
ては、新たな地域医療構想の内容を反映せず、現行の計画体系を前提
として、見直しを進める。
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